



























































































基本的生活習慣の獲得　　． 3．57、 ＜ 3．62 3．24 ＜ ，3．41　＊
（0．55） （0．55） （0．93） （0．82）
知識の習得 3．27 ＜ 3．57　＊ 2．95 ＜ 3．09
（0．78） （0．56） （1．01） （0．97）




情操の酒養 3．41　v》一く m　一3．63 一　3．29 ＜己一 3．56
（0．63）、． （0．60）　｝… （0．51）　　　丁1 ← ｛（0．52）
園での様子　　　、 3．44 ＜ 3．50 2．78 ＜ 3．09
（0．50） ”（049） （0．81） （0．65）





子どもへの公平な態度　　1 3．45 ＜ 3．69　＊ 3．51 ＜ 3．57
き　　　　1 （0．62）一 （0．47） （0．659 1（α60）
保育能力の向上 、3．11… ＜ ，3．29 2．84 ＜ ・3．04
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20．0 40．0 60．0 80．0 1縦
幼稚園 ’保育所
κ2・　dfP κ2　　dfP
延長保育 7．62　　1★ 19．47　　1★
一時保育 n．S．， n．S．
乳児保育 n．S． ．8．33　　1★
　　　　，n域子育て支援センター 17．06　　1★　　　　． 49．14　　1由
地域活動 7♂49　　1★ 12．34　　1〔
障害児保育， 11．71，　1★ ’n．S．
育児相談 66．64　　1★9278，　1曹
休日保育 n．S．’‘ 26．60　　1★
家庭的保育　　’ 一　　n．S． n．S．・
病後児保育． n．S． 21．26　　1★
産褥期ヘルパー 　w氏DS． n．S．
　　　　　　　¶K問一時保育 12．76　　1台 n．S．
　，　一　　（　　　　！　・、，・”、一　　　，　国保育所保育士（3歳以上担当）口保育所保護者
図10　具体的な子育て支援サr一ビス（保育所保育士一保護者），　・、
Tl　　r
一77一
平成14▼・i5年度r県立新潟女子短期大学共同研究事業報告書
③幼稚園教諭・保育所保育士（3歳以上児担当）ど保護者’z　　　　’　　∵…　㍉
句幼稚園、保青所それぞれにおいそ保育者と保護者間で（り比較を行6だ。↓全体め結果：X2検定の結果は図9、
10及び表ぎのどおりである。‘　∴舶∵’　＄いイ・・い＼・一　∴　〉　≠＼、㌧ぐ∴；一　ピ’　∴
　幼稚薗について見ると、13事業中、6事業ぞ有意な差が見られだ。「延長保育」、「地域活動」、「訪問一時保
育」’の§事業は保護者の方が教諭ざり高い数値となっそいる。「延長保育⊥は幼稚園の預かり時間をもう少し
長ぐして欲しいという保護者からφ希望の現れと言うごどができる。幼稚園の基本開所時間である4時間を
超えそ希望する子どもを預かる「預かり保青」を実施している園は年々増加の一途をたどつている（2002年6
月そ実施している園は8；473薗であり、幼稚園全体め610％となっている）。幼稚園教諭の認識よりはるかに多
：くの保護者が希望しているこどがわかる。†地域活動」についてはV先の結果でもわかるように保護者は子ど
もた幼稚薗だカ・らでぎるような経験をして欲しいと願っぞいる。設問で挙げたような地域にある高齢者施設
でのお年寄りとの交流どいった経験は、幼稚園という集団に所属することでできる体験とも言える。「訪問一
蒔保育」は、先に述べた「仕事をしていない保護者に産褥期ペルパーの希望が高い」という結果と同じ様な
考察ができる。つまり、幼稚園を利用している保護者は、幼稚園以外の子育てサービスを利用することが少
なく、保護者のみで子育てをしているケースが多い。保護者自身に突然何か起って子どもを預けなければな
らない時、保育所を利用している保護者は保護者の親をはじめとする他者の協ヵが得られやすいと考えられ
るが、幼稚園保護者にはそういった支援を受けることが難しい人が多いと考えられる。そのため、こういっ
たザニビスがあれば、安心して子育てをすることができるという思いがあるのではないか。このような保護
者の実情に対して、幼稚園教諭はあまり認識しておらず、そういったニーズに応えるのは幼稚園の役割では
なく、保育所の役割として考えているのではないだろうか。同じようなサービスに「一時保育」があるが・
これは「来所型」のサービスである。「来所」：ではなく「訪問」して欲しいという保護者の希望と幼稚園教諭
：の聯瀕湊こ≒もr嘩吉野ら朋らか｛こなった・「地域子育て支援センター」・嘩竺保育」・「育児相
談」は幼稚園教諭の方が高い数値であ6た。［育児相談」を始めとする保護者を対象とするサ三ビスについて、
教諭側は必要性を高く捉えているが、保護者は教諭ほど必要とは感じていない。これまでの結果でも示され
く　づ　き　　　　　　ヨ　　ヤ　　　　ロ　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　
たよiうに・幼稚園保護者？傾向で南る。　　　，　　　　　　，．、
i一方、保育所については、「一時保育」、「障害児保育上「家庭的保育」、「産褥期ヘルパー」、「訪問一時保育」
iφ5事業を除いて看意な差が見られた。；保護者の意見が各事業に比較的分散しているのと比べると、保育士
：財煕繊」と「一時鮪」｛こ意見燥中レている6r延長保育」・「休日傭」・「病鯉傭！はこれまで
の結果からも明らかなように、仕事をしている保護者が多い保育所保護者は保育士が感じているよりはるか
にその充実を願っていることがわかる。「延長保育」についてはミ幼稚園でも同じ様な結果であったが、「休
者が「一日の保育時間をもう少し延長することで子育てを支援して欲しい」と願っているのに比べて、保育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペモ所保護者は「仕事をしやすくするために子どもをもう少し（早くから・遅くまで）預かって欲レい」という
仕事との両立から願っていることがわかる・1「地域醐についるの考察は㎞稚園と同続鯛保育ならで
えるサービスでありながら、保育士の方が高y〕結果となつたcごのことも既に述ざた旦旦些三調査対象の保
護者が5歳児の保護者であり、13事業から3事業の選択となれば、優先順位は低くなったと思われる。保育
士は、今日の保育状況や待機児童の現状を考えると：もらと充実させるべきと提えでいる㌃「地域子育て支援
求められる「保育者」のあり方と子育て支援サービス1
センタ｝」や「育児相談小も同様のこピ（調査対象者）‘が言えるだろう。：こ
4．まとめと今後の課題・・〆：．∵ビ　’．．　　　　：．、　　”℃－1’．（・　　　　／
　今回の調査研究を通して、保育者の役割及び子育て支援サービスを保育者自身の意識と保護者の意識の差
から明らかにすることができた。．＿、　，，　　．　　←，：パ1∴　㌧∴’、∵㌦1　　　：　、：、，一、，∵ジ
1’保育者の役割について二「知識の習得」と「子育ての相談相手」の二つの役割がポイントになることが明ら
かになった。就学前の子どもたちに小学校に入学しても困らない知識を提供するこどの必要性についてはこ
こでは問うことができない。ただ、保育者が認識しているほど、：そのことを保護者は保育者に期待していな
いということである。むしろ、幼稚園や保育所といった同じ年代の子どもたちが一緒に過ごすことのできる
場だからできることを期待している。以前であれば、幼稚園や保育所でなくても∵家庭や地域社会のなかで
体験できていたことが、今では難しくなってきている。子ども同士で遊ぶということ一つとっても、同じ地
域にいる子どもたちが全員一つの園に通っている、という地域もありぐ幼稚園や保育所が丁子どもを保育す
る場」以上の役割を担いつつある。保育者には、子どもが多、くの体験を重ねて人間性豊かに成長していくこ
とができるような働きかけが求められている。特に幼稚園については、保護者の期待が「家庭でできること
より幼稚園だからできることを」という姿勢が保育所と比べると顕著である。保育者の役割として、そうい
った保護者の期待により応えていく姿勢を示すのか、それとも「子育て」を「共に」行うという姿勢を示す
のかは今後の課題と思われる。また、保護者の子育てについての相談に応じることについて、幼稚園、保育
所のどちらも保育者と保護者の意識の差が明らかであった。保護者が子育て相談を保育者を含めた専門職に
期待していない、という結果は先行研究からも明らかにされている。、厚生労働省による「子育て支援策等に
関する調査研究」（2003）では、母親の子育てに関する相談相手として、「配偶者・パートナー（父親）」
8＆8％・「自分の親」733％・∫近所の知人」471％となっている。これら身近な人たちに些べて・「子育てサーご
クルの友達」143％、「医師・保健師等保健医療関係者」10．1％、「公的な相談機関」・3．4％と専門家を相談相手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　び　　　　　　　ゼ　　しコパ　サ　　　　ペ　しとしてあげた母親は少なくなっている。、しかし、今日の社会状況から、身近に相談相手g西・ない保護者も多
い。保護者が子育ての相談相手として保育者を認識するごとができるよう丁相談相手どしての保育者」像を
確立していく取り組みが必要ではないか。　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1　　　　’　、，
1子育て支援サービスでも、保育者と保護者の間で意識の差が明らかになった。一保育所がここ数年、特別保
育事業という形でさまざまな保育サービスを充実させてきたととや、、それらのサービスを利用することに慣
るサービスに対する期待は高い。「地域子育て支援」の取り組みは今後ますます必要とされてし｝ることがわか
　今回の研究を通して、保護者の期待から見た保育者のあり方を知ることができた。この結果を元た保育者
護者が「子育てのパートナー」として互いの役割を明らかにし、よい協力体制の元で子育てが行われること
が、子どもの最善の利益を尊重することにつながると思われる。ζ　　　○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　シこ　ご　ト　ン
毛・ c稚園教育要領　199＆’∴、　　　　　・’∴　　、　．　　　；　、：　‘　　　　・　’．、
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・文部科学省（2001）、幼児教育振興プログラム、http／／lheXLgojp／b二menu／houdoU／13／03／010322．htmI
200434）
・文部科学省（2002）、「預かり保育」の参考資料、http／／mextgojp／b＿menu／houd加／14／06／020604．ht血、
　200434＞ま∵　　w～　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　・　1∵可：　　’　∴　　　　”　　　∨　’　　　　　　“　　　　Y’
・石井哲夫監修、よくわかる新・保育所保育指針ハンドブック、学研、2003．
・鈴木佐喜子6堀江まゆみ㌶若松美恵子・喜多村純子、保育者と親の食い違いに関する研究一保育、子育て
、の問題を中心に一、保育学研究、第37巻第2号、1999．、≡　　‘∵　・　　　∴　　　”　　、
’・ も_裕子、子どもをめぐる大人の役割と関係の認識：幼稚園教諭と母親の比較から、保育学研究、第38巻第
　1号、200α　。、人．∵　　　　　　　．　1　’　　－　1∵∵．ll‥　　『プ　　．
・’送ｧ社会保障〆人ロ問題研究所（2002）「第12回出生動向基本調査引
　　（http：／／wwv肌ipssgαjp／Japanese／doukou12／chapter5htrn・200434）
二厚生労働省（2003）「子育て支i援策等に関する調査研究（報告書概要版）⊥
、　（httb：／／fnhlv阪96jp／houdou／2003／05／hO502－lb力tm、’200312．10）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈保育者への期待　自由回答〉、
1）幼稚園保護者
・ピァン、手遊びの保育のスキルというよりも、その子の能力・長所を引き出すような接し方やスキルを高めて欲しい。
・保育園でなく、幼稚園に通っているので、それなりに充分子供を保育し、見ていてくれて欲しい。
L・それぞれの子どもの個性を認め、良いところはほめて自信を持たせてほしい。
・，色々な先生がいるなと思います。「幼稚園の先生はやさしい∫という私の中の常識をくつがえされた時はもうその先生に期待
　しませんでした。はやく担任に変わってほしかったです。．
・公立の幼稚園に入れたのですが⑤に関してはこちらから聞かなければほとんどなく（担任によります）すごく不満です。⑧
　に関しては、ピアノ、手遊びというよりもっと他園（私学）などの保育内容を研究したり、もっと教材研究し、保育する能力
　（子供への言葉か【オなども）を高めてほしいです。（人によりますが）
・保育者の行動、感情、考え方がすべて子どもに反映するので個人的感情はあるだろうけれど、おさえて、子どもを公平に扱っ
てほしい。園での様子も公平な目で見て細かく教えてほしし、。今通っている園は連絡帳がなく、不安があるので。幼稚園等で
　は家庭ではなかなかできない体験をさせて欲しい。今、家に畑のある人とか少ないので、そう’いう経験をさせてもらえるとう
　れしい。
・子どもの言・動・様子についつい敏感に反応してしまいがちな親ですが、担任の先生はじっくり子どもの様子をみていて、い
っも的確にアドバイスしてくれます。すべて子どもの成長の過程の一つであり、じ？くり見守って下さり、笑顔で励まして下
　さいます。専門的な知識、技能があるに越したことはありませんが、一番先生に求めることは、人としてあたたかく、信頼で
　きること・（親が安心レて心を開けます）、明るく元気でいつもハツラツとしていること（こちらまで、元気になります）を望
　みます。また・担任の朱生は・常識的なしっかりした信念を持って子供たちと接して下さるので・親としてはとてもとてもあ
・りがたい先生です』　一
・親では見れない部分（親の前と親がいない時の子供）の行動で、良い面、悪い面を見つけてもらえるとありがたい。
・1，2，4は家庭でやらなくてはならない事だと考えています。が、集団でしかできない事はお願いしたいです。・3，7は
　必要でごそうあっそほしいと願います。・5はあまり知らなさすぎると親同志の中での憶測にまかせて悪い方向に行きがちな
　のでなるべくならば知らせて欲しいと思います。・8は保育士の方についての事と思いますが、ある程度の能力力rあればそれ
　でいいと思いますので、それよりもっと子供どの接し方、女の子、男の子問わずつきあえる、元気な先生を希望します。男性
二の保育壬の方もこれからは必要だと考えてます。（女性の保育士の方にできない、または、持っていない考え方もあると思い
　ますし、子供も男女いるのですから）特に男の子は男性の保育士の方から男性の力強さ、おおらかさ、男性としてのやさしさ
　を学べるのではないでしょうか？
・よい所を探してたくさんほめてあげてほしい。
・連絡ノートのようなものがあれば子供のようすが分かってよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　，
・子供のもちものの評価をするべきではない。（例えば手作りカバン、お弁当等）それは子供自身とは関係がない。
・家庭での様子を保育者から聞かれる事もなく、月に1度の園だより（園からの手紙）でも、全体での園の様子ばかりで普段か
（求められる「保育者」のあり方と子育て支援サマビス．、
　ら園での様子がわからない。連絡帳の様なもので毎日ではなくても週に1度でもしSいカ、ら個タの様子を書いたものなどで｛云え
∵てもらえるζ家庭で子供と話レ合う機会が増えると思う。　　・　／一　一　〇　1∵、　・一　　∴　一＿　　∵，、。
・子どもと同じ気持ちになっていっぱい遊んでくれる事。その中で色々な経験、体験を一緒にし、感動する心を一緒1三もって
・もらう事。∵∴㌧・　　一・．・、ニー、，・’　一・　・　パ1ご　∵∵・＼、∴三・　，
・幼稚園へ行く事を嫌がっていないのできっと楽しんでいるのでしょう。集団隼活と友達と遊δ淳が楽しけオ｝ば充分ζ思います。
・ボール投げや楽器等様々なことを体験させてほしい。　　　　　　　　　　　　　　ぶ∴∴に拒三、：’　・、パ．．・｝∵
・お友達にけが等をさせた場合、両方の保護者に知らせてほしい。　　　∵1パ∴，ご．ぷ一・㌧　：、l　l～ミ、戸こで，ピ、．
・家庭の中でみる子供と、集団の中での子供は違うかと思う。家族の中では甘えていると思ラ反面園での様子を1う牟力s瓢ζ、：そ
んな対応もできるのなと発見できる事・多々あります。気付いた事があ？たらでき灸だけ、お話レてト・ただけたら・∴ζ思れます。
・全ての子どもを大切に思っていただければ幸いです。　　　　　　　　　　　　＿、i㌻、・∵ゲ∵．∵　　い∴；．
・大勢の子供達をみて下さつている先生方は大変だと思います。教えてほレい事・聞きたし1事があつたら♪題力『たずねていく事
が良いと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，∵か∴㌧1∴∴　，∴・、（㌧・llり
ご事務的ではない・人として心ある応対をして欲しい。若い先生は子供にとつて良いこζもあるが・親にとっては年輩の先生の
，方力『自分の親のように・又・’教師のように教えてもらえる事や・励ましてちら1えるこζがあるρ）で助力漁。1・．二沿，・　．．’
・人としての道徳的なこと、モラルなどの基本を心で理解できたら、と思う。∴、ご　　．、1．．　　㍉、、’、ニ　　　ー　．，
・保護者に対してではないのですが。泥遊びや、虫捕りなど子供どうしで夢中に遊んでほしいので、「～ちゃん、服が汚れるよ。
やめなさい」等、制止をしないでほしい。滑り台などの遊具が、安全性を重視しヰぎた1吻が多くカこえ？て子供の運度能力の発
達を阻害しているように思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　、　♪．　、　　　・　’一一、：ぶパ・＿
・母親の代わりのようなことは、しなくてもよいと思う。一歩引いたところから子どもの成長を見守っていく位がいい、手とッ
足とりは、こちらがすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三、、ニ　ー
・学があるとかブランド物を身につけているという事ではなく、保育士の御自身の品格のようなもの。毎日接するうちに必ず子
供に伝わっていくと思うから。　　　　　　　　　　　・　　　　一　　・　　　　　一，・，　　　、．一、．、
・近年低下が著しい運動能力を伸ばす活動をもっとしてほしい。　　　　　　　　　　　；　．．　　．　・　　・　㌧、、　、，　、．
・子供の自立や社会性、情操などの成長をささえてもらいたい。家庭ではできない部分について遊ぶ中での子供が精神的にも肉
体的にもぶつかることがあった時の補助になってほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，、1－．、：
・子どもたちが、園で友だちと三緒に過ごす中で、遊びの（トラブル解消の）指針を示してくれたり、．危険のないように見守っ
・てくれればよいと思っています。
・親への子育てに関する、学習やお話をして、子育ての知識、意識を高めてほしい。　・．．　’　一・∵
・けんかやトラブルが起きた時、、．1人1人の言い分を聞いて、それぞれ｛こ対応してほしいです。∴．∴，∴∴　。
・園での行事やカリキュラムにおわれる事なく子供同士の関わりや子供の気もちによりそうようた接して欲しい。みんな同じ事
，ができなくてあたり前一人一人をきちんと見て欲しい。　　・　　　　　　　一　・，，ド㌧一、ピ　・㍉ピ
・四季折々を体で感じさせてほしい。（毎日、散歩や外遊びをさせてほしい）　　　　　　　　　　　ジ，」．＼1．，　、
・希望することはたくさんあるけれど、一度も登園拒否をすることもなく、毎日とても楽しそうに通っているのを見ていると、
うれしく思います。先生方に感謝していますδ　＿∵、∵　．：　　　・　　　　　㍉　　；、　・：㍉・～、、，1．・
・子どもとの遊びに熱中しすぎて、周りの子どもの様子をみていない先生が多すぎる。
・子供の頑張りをほめてほしい。
・園で危険な場所力rあるので良く見てほしい。・ホールの窓の近くに、平均台があったり、とび箱があったワ、、とても危除だと思
　う。
・保育者だけではなく家庭での教育と連結して子育てができると良い。子どものしつけは家でのほうが大きい。　　　・
・もっと「仕事」というわりきりではなく、暖かい気持ちで接して欲しい。小さいこどもから大人が学ぶことの方がたくさんあ
るのに、心の冷たい未熟な先生がいるともう一度学び直してから来てほしいと思う。叱るべきところをしっかりと叱ってほし
い。が、いつまでも言いつづけないでもらいたい。子供はあんな小さくてもちゃんとわかっているのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、／
2）保育所保護者　　∴　　1　　　　　．、　　　　一、　　　　　、　1　　　　　　　　　　　い
・私の母が保育士だったので、小さい時から仕事の話や現場を知る機会がありました。保育者は、母親等も含めてですが、とに
かく子供ひとりひとりを受容し、しっかりとしたその人なりの信念と情熱が必要だと思います。子供のよりよい心身の成長を
願うというのが大前提で、個別の信念は保育者ごとに違っていてもいいと思います。いろんな人間がいて、いろんな考えがあ
っていいと思うからです。ただ、保育園としては、園の方針、ビジョンは統一しv職員が協力と連携を、とる必要があります。
また、職員間の連絡体制がキチンととれていると、保護者としては安心します。（ある先生に伝えた必要な情報がちゃんと他
の職員にも伝わっていると何度も話をしなくていいし、園の体制がしっヵ、りしているなと感じられます）。・．・一　　　、
・保育者の年令にかぎらず、一般的にいって、“情緒豊かに”ということについての工夫や努力が皆無と思づ。彦デオを観せた
　り、チャカチャカうるさい音楽をボリュごムいっぱいに流したり・ζの程度の相手をしていればよいζいう安易な保育がまか
　り通っているのはおかしいと思う。子供のうちにおもいつきり豊かなものに心を開かせようというシュタイナーの思想など少
　しはその姿勢だけでも学んでほしい。
・現実的にあきらめています。特に3歳未満児。
・いつもと違った事があったら、その日のうちに知らせてほしい。子供の言う事をきちんと聞いてほしい。「他の子がそうだか
一81一
／
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斤ら工ε行動などをきま）ξげな℃くで‘ましV・∴〔　∵　∈　』㌧　’》｝　∵’㌧㌧　　一　　∵　　　　　∵s’
・なにか問題を子供がおこした時、なんでその様な行動をとったのか、ζ子供の心を理解してぼしい。一悪い事なきっぱりと言づて
二ほしいも西’…∵’∴バぶ∴　“w⇒∵　・　パー’ジバニ　’パ♪∵ご○パ　・　∴　　　　　・一一∵一
・型にはめず、個性を大切にしてほしい。　　　　　　　　　　　　　べ　‥　　∴　　　一　　　　　　　　　’　　『
・園でのケガやケンカをした時は必ずしらせてほしい。　　　～一　∴∫ジ‥1“　∵一’二一・∵し1’　　一‘　‘
∴子供たちの事は、・公平に接してぐださうていると思いますこ・　へ已一：1いC　＾　∵・『い∵　ぼ’こご　　・　）∵　　　’竃
・これからの保育園は、・今まで通りの考え方を少し変えて、幼稚園に保育園のやり芳をふくめてもよいのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　キパ　　ピ　　　　ン　ま　　　　　　　しニ・1人1人の個性を見極めて接してほしい。　　　　　　　　　　　　’　‘　　・〔　一　　　㌔　　　一、
18番のように、ピアソや遊びが下手でもかまわないと思いますカビ子どもの気持ち毒どをわがうてくれる様な、もっと見えな
い部分の能力の方が重要だζ思います。
・久間関係ピ・う富で特に16才までのすごじ方が、“非常に小学校へ行うτから影響があるように恵づぞいます。人を傷っける行動
や、言葉使いに対しそ注意をはらづぞくれたり、‘友達と仲良ぐ遊べるよう、酒己慮じて下さるよう・な、先生（保育士）のいらっ
・保育園の方針や先生の人がち（ユミュニケ∴ション）知りたいと思うご　　㌧　・ヘパ　！㌧：．∴
．．と思ラ時力随る㌧。司、r　．，、、，．　　．　，　＿＿．　　，．　、．＿☆ユ∴　二・∵
・頭から怒るのではなく、子供の目線に合わせて物事を考えv子供の立場、考えを理解し∵その上で教青者どしてアドバイスを
・親の方は生活にゆ〔とりがなくイライラしがち。園ではゆったり楽しい場であって欲しいので先生方にはゆとりの中で子供に
接レて欲しい。　　．　　　．、　　　　、，　　　　　　　　　力」’、’い≡‘　／　㍉　　一　ジ
・家庭で基本的な事をしていくのが一審良いと考えているので、’保育園ご学校では補助してくれればいいと思ってます。
・園に園長の孫がいて、かなり他の子をいじめ牟り、しているが、先生方も注意できなじ、。また、子供がケガをレでも全く知らな
かったと言う事が多すぎる。ケガをさせるφ1は・園できちんζ見てく五ていないのでは？と不安になることしばしば。
・あまりひんぱん｝三保育煮が変，わるのも甲，ります。できれば2年～らし1同一じ先生に見ていただけると子どものこともよく知って
いただけて良いど思います。　　　　　　　　　　　’
・視野の広い保育者であったほしい。国際的な拘留もあるとよい（他の国の人とのかカ・わり）d正しい日本語、・ていねいな話で
子供と接してほしい。
・預けぞじ、る蒔は園や亮生におまかせじてL、ると恵っているθ）で先生方との信頼関係もあると思います。
・一l一人の子供をよく観てくれること。子供の気持ちをよく理解した上で、対応してくれること。・一　　・　’　一∴＼
3）幼稚園教諭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
↓とにかく子供をかわいが6そもらいたい。そしてわが字の良さや可能性を引き出しそれを大事に育てていって欲しいと思うて
　いる。
・子育てに対する木安や悩みなどに対して話を聞いてもらいたいと思っている。　　　　　　　’　　　　　‘　‘　　　’
・公立の幼稚園に対しで3歳児が抽選なしで入れるように、通園バズや駐車場の問題、保育の延長や緊急時のコ時あずかりめ希
望などδ一
・社会生活を送るうえで必要なルニル’（良いこと、悪いごと）を学んでいくごと；ピ　　　　　｜ーパ　　　　　’㌧
・7の項目について、自分の子供を優先に目を向けてほしいと思っている親が多くなっているように感じる。
：子供の数育｛三対しても強駐期待を持？て子供をあずけているζとはたしカ’なごζではあるが同時に親の1重々な都合で子供（？教
4）保育所保育士㌧　’・’　　　　㍉　　　　　L∴
・詑も剛できら∵やさし岬育者・授もがイ寧伸細今を峠る保育国？字どもがよろこんで行く保育園を望んで・’
‘ると思いますO　　　」’　w　－　、　　　　　‘　　　　一
・自分の子ζ封に対レ細待しす貿．しまラ▼こ頃鱒φで・興那もラ少吃のをびり≒見て典・魂人差獅φ励た
ンり前と思ってほしいポ　　　・　1　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
噛（集団生活注じカ；言な・融をし在Wと恵らでるのでは榔でしようか・一い　が　
Cご自分の子ども｛ご合6た保育をじて‘ましいというごど6戸・　｛㌧…・∵て」　∵∵　　”‘’∴　　　’∴　∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　1　　　　　　　　　、一～　’　　　　ご、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　　ノ　・㌔　　　　会　い　。ぺ、　『　、
ピ　　ニーい　　、’・川　　　．いド㍉’　二’ぺ∵’　　　　　・　←　り，　1二い　　　　　’”・‥：・、　　　、　　　　　　　’
